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1.はじめに 

現在の日本には、総世帯に比して住宅数が充足してい

る状況であり、環境負荷低減の観点から建て替えよりも、

省エネルギー性能、快適性、耐震性能などを改善する改

修が望ましいと考えられる。そのため既存戸建住宅の空

気集熱式パッシブソーラーを基軸とした熱環境改修によ

って省エネルギー性能、快適性の効果について検討する

必要がある 1)。本研究では、2011 年 11 月に改修を終えた

神奈川県川崎市にある木造二階建ての戸建住宅（以下川

崎 T 邸）について室内温熱環境とエネルギー使用量を測

定し、断熱改修と空気式集熱器の導入による効果を冬期 1

ヶ月について比較した結果を報告する。 

2.改修建物 

図 1、2 に本研究で測定を行った住宅の平面図と立面図

を示す。築年数は 25年、延床面積は約 223 m
2の建物であ

る。建物方位は東に約 30°振れている。居間の南東側に

サンルームがあり冬期でも晴天日には室温が高く保たれ

る。2 階は母屋と離れが独立しており、1 階の廊下でつな

がっている。ソーラー改修では 14 m
2のガラス付の空気式

集熱器を南側の下屋に設置した。太陽熱暖房供給範囲は

居間と台所の 2室、計 46 m
2となっている。これに併せて

居間と台所部分のみ断熱改修を行った。既存状態で天井

と床に断熱材としてグラスウール 50 mm が施工されてい

たが、天井には 150 mm程度の隙間にセルロースファイバ

ーを吹込工法により追加した。また、床にはウレタンフ

ォーム 50 mmを吹付けた。 

図 3 に系統図を示す。集熱空気は屋根面に設置したハ

ンドリング内にある熱交換器によって水を加熱して給湯

予熱を行う。残りの空気は室内と床下のダクトを通り、

居間と台所の 2 室へ直接吹き出される。改修工事は 2011

年 10月から行われた。 

3.測定項目 

改修前の測定項目は外気温湿度、室内温湿度、エアコ

ン吸込口温湿度、エアコン電力量、幹線電力量である。

測定間隔は 10 分間隔で行い、電力量は 10 分間の積算値

である。改修前の測定範囲は母屋の 1 階部分のみとして

おり、他の 2 階、離れに関しては測定を行っていない。

改修後では 2 階、離れの室内温湿度、エアコン電力量、

給湯温度と流量、気象観測を追加して測定を行っている。

また、暖房にはエアコンの他に石油ファンヒーターも使

用しているので、月毎の灯油購入量を居住者に記録を依

頼した。 

測定は 2010 年 12 月 13 日から開始し、改修工事中も継

続して測定していた。2011 年 11 月 23 日から改修後の測

定として継続している。 

4.測定結果の比較 

図 4、5 に改修前(2011 年 1 月 26 日～28 日)と改修後

(2012 年 1 月 17 日～19 日）の測定結果を示す。改修範囲

の居間と台所は改修前の朝では 10℃よりも低くなるが、
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図 1 改修建物 平面図 

集熱器設置個所
 910×10列　L=1500

集熱器設置個所

図 2 改修建物 南立面図、西立面図 

図 3 改修建物 系統図 
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改修後では 13℃程になっている。改修前では毎日短時間

のエアコンの使用がみられたが、改修後はエアコンの使

用はない。電力量のピークはどちらも夜にあり、6 kW と

なっているが、改修後の朝の電力使用量が少なくなって

いる。日積算電力量では約 6 kWh/日ほど少なくなってい

た。図 6 に 2011 年と 2012 年の 1 月の二次エネルギー量

を示す。灯油は 1 月の購入量を用いた。ガスと灯油の換

算はそれぞれ 48 MJ/m
3 と 37 MJ/L とした。改修前は 17 

MJ/月であったが、改修後は 13 MJ/月と 80 %に減っていた。 

5.まとめ 

ソーラー改修と断熱改修を行った建物での測定データ

による改修前後の比較結果について述べた。朝方の冷え

込みが無くなり、室内環境温度の改善傾向がみられた。

室内環境の改善によって暖房器具の使用時間が少なくな

り、エネルギー量の削減効果がみられた。今後は年間性

能についての検証も行っていく。 
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図 4 改修前測定結果（2011/1/26-1/28） 図 5 改修後測定結果（2012/1/17-1/19） 
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図 6 1 月の二次エネルギー使用量の比較 
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